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要旨 
 
本論は，社会的迷惑行為を抑制する環境づくりについて，河原のごみの不法投棄や
ポイ捨てなどを題材にして，実験室実験，及び現場実験によって検討したものである。
第 1章では，国内外におけるごみ問題の現状を報告し，さらに，環境犯罪学や心理学
の観点から，ごみのポイ捨てなどの犯罪に関連する理論や既存研究を紹介した。例え
ば，環境犯罪学の一部である環境デザインによる犯罪予防（CPTED; Jeffery，1971）は，
都市や建築などの環境デザインに着目した犯罪対策で，初期の物理的環境・ハード面
に注目した第 1 世代 CPTED と，街や人やコミュニティも含めた人的な社会環境の側
面をも考慮した第 2世代 CPTED がある。第 1世代では，窓や扉を防犯性能の高いも
のにするなどの被害対象の強化・回避や，集合住宅のオートロックやオフィスビルの
入退室管理の徹底などによる接近の制御が注目された。第 2世代では，防犯カメラ等
の設置や住民が自然と他者に目配りができるようにするなどの監視性の確保と，侵入
禁止サインや住宅の外構に所有者の個性を反映させて空間に排他性をもたせるなどの
領域性の強化が注目された。監視性については，警察のパトロール等を強化する組織
的方略，照明や CCTV等を用いる機械的方略，窓から覗く人の目に期待するなどの自
然な方略の 3つの方略があることが指摘されている（Crowe & Zahm，1994）。割れ窓
理論（Wilson & Kelling，1982）は，建物の窓が壊れたまま放置されると，誰も注意を
払っていないというサインとなり，他の窓も全て壊され，犯罪を起こしやすい環境が
作られるというものである。割れ窓理論から派生した概念である不寛容型警察活動は，
落書きや違法駐車等の軽犯罪を徹底的に取り締まり検挙することで，大きな犯罪を未
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然に防ぐことができる。 
以上のような環境犯罪学の視点の他にも，心理学の視点から様々検証されている。
例えば，社会的迷惑として認知される行為は，社会規範から逸脱している行為である。
Cialdini, Reno, & Kallgren（1990）の規範的行為の焦点理論では，この状況ではこうす
べきであるという社会的認知とそれに付随する社会的サンクションを通じて動機づけ
る命令的規範と，他者の行為の観察から，その行為をその状況におけるふさわしいも
のとして動機づける記述的規範の 2つに分けられ，このような規範が働くことで，逸
脱行為が抑制されたり，反対に促進されることもあることが示されている。 
また，花壇などの手入れされた綺麗な場所を汚すことは，その行為自体が恥ずかし
いといった感情を喚起させ，情緒的ブレーキ（中里，2007）を踏ませることに繋がっ
たり，汚されたものを見た他者に怒りや見苦しいと思わせるような不快感情を生起さ
せたりすることも指摘されている。 
さらに，進化心理学的観点から，目の表示が迷惑行動を抑制したり，協力行動を増
進させたりすることが示されている（cf. Haley & Fessler, 2005; Bateson, Nettle, & 
Roberts，2006; Oda, Niwa, Honma, & Hiraishi, 2011; Ernest-Jones, Nettle, & Bateson, 2011; 
Nettle, Nott, & Bateson, 2012; Francey & Bergmuller, 2012）。目の表示は，逸脱行為の証拠
をとらえる監視カメラとは異なり，リスクそのものを増大はさせないが，目の表示に
よる他者の視線の想起が逸脱行為の抑制・協力行動の促進をもたらしたとみなすなら
ば，監視性の促進が関与していると考えることもできる。 
以上のような理論的背景から，第 2章では，河原を背景としたスライドに，(a)監視
カメラの有無，(b)先行ごみの有無，(c)景観の違い（草むら・更地・花），(d)看板の違
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い（無し・目の絵・監視カメラ強調）を操作した絵を加え，実験室実験によって検証
した。第 3章では，第 2章の実験室実験で有効性が認められた対策が，現実のごみ問
題を抱える河原で同様に認められるかどうかについて，実際の現場で検証を行った。
第 2章，及び第 3章の結果，監視カメラがあること，先行ごみのないことがごみのポ
イ捨て抑制に効果的であることが明らかにされた（実験 1・3）。また，監視カメラの
存在を看板で明示したり（実験 3・5），花壇を設置したりするなどの方略（実験 1・3・
4）も一定の効果を上げた。また，目の絵看板や監視カメラの文字看板の設置（実験 3・
4・5），草むらよりも更地や花などの綺麗な景観（実験 1・3・4・5）が，ごみのポイ
捨て抑制に効果的であったことが明らかにされた。さらに，花壇にごみが捨ててある
ことに対して，怒りや恥ずかしさ，悲しさなどの感情を喚起させることが明らかとな
り（実験 2），綺麗な景観を汚すことへの情緒的なブレーキを踏ませる可能性が示唆さ
れた。 
最終章では，ごみのポイ捨てなどの社会的迷惑行為やそのほかの犯罪の抑制に関す
る理論や既存研究を再度整理しながら，本論の実験室実験と現場実験の結果に基づい
て，新たな視点を加えて総合的に考察を行った。ごみのポイ捨てを抑制する様々な条
件は，対象場所の範囲やコスト面，監視性と領域性という視点から捉えなおすことが
でき，そして，対象場所の物理的，地理的環境に合わせながら，適切な方略を選択す
ることで，より効果的な結果を得ることができることが示された。 
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本論は，社会的迷惑行為を抑制する環境づくりについて，河原のごみの不法投棄・ポ
イ捨てを題材にして，実験室実験と現場実験を行って検討したものである。 
第 1 章では，国内外におけるごみ問題の現状を報告し，さらに，環境犯罪学や心理学
の観点から，ごみのポイ捨てに関係する理論や既存研究を紹介した。環境デザインによ
る犯罪予防（CPTED; Jeffery，1971），割れ窓理論（Wilson & Kelling，1982）及びそれ
から派生した不寛容型警察活動，規範的行為の焦点理論（Cialdini, Reno, & Kallgren, 
1990），情緒的ブレーキ（中里，2007），進化心理学的観点からの目の表示の効果研究（cf. 
Haley & Fessler, 2005; Francey & Bergmuller, 2012）などについて詳細なレビューを
行った。 
第 2章では，以上のような理論的背景を踏まえた実験室実験を行った（実験 1～3）。河
原を背景としたスライドに，(a)監視カメラの有無，(b)先行ごみの有無，(c)景観の違い
（草むら・更地・花壇），(d)看板の違い（無し・目の絵・監視カメラ強調）を操作した
絵を加え，実験室実験によって検証した。 
第 3 章では，第 2 章の実験室実験で有効性が認められた対策が，現実のごみ問題を抱
える河原で同様に認められるかどうかについて，名取川河畔において検証を行った（実
験 4～5）。 
第 2 章の実験室実験と第 3 章の現場実験の結果より，監視カメラがあること，先行ご
みのないことが，ごみのポイ捨て抑制に効果的であることが明らかにされた（実験 1・3）。
また，監視カメラの存在を看板で明示したり（実験 3・5），花壇を設置したりするなどの
方略（実験 1・3・4）も一定の効果を上げた。また，目の絵看板や監視カメラの文字看板
の設置（実験 3・4・5），更地や花壇などの綺麗な景観（実験 1・3・4・5）が，ごみのポ
イ捨て抑制に効果的であることを明らかにした。さらに，花壇にごみが捨ててあること
に対して，怒りや恥ずかしさ，悲しさなどの感情を喚起させることが明らかとなり（実
験 2），綺麗な景観を汚すことへの情緒的なブレーキを踏ませる可能性が示唆された。 
第 4章の総合考察では，ごみのポイ捨てなどの社会的迷惑行為やそのほかの犯罪の抑
制に関する理論や既存研究を再度整理しながら，本論の実験室実験と現場実験の結果に
基づいて，新たな視点を加えて総合的に考察を行った。ごみのポイ捨てを抑制する様々
な条件は，対象場所の範囲やコスト面，監視性と領域性という視点から捉えなおすこと
ができ，そして，対象場所の物理的，地理的環境に合わせながら，適切な方略を選択す
ることで，より効果的な結果を得ることができることが示された。 
本研究は，理論的背景に基づいて精緻に行われた実験室実験の結果を，名取川河畔で
の現場実験で検証し，理論と現実をつなぐ貴重な研究である。そして実際に名取川のご
みの量を削減するという，現実的な成果をもたらすことに成功している。よって本論文
の提出者は，博士（文学）の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。 
 
